
78 MAY 2023

『NHK年鑑』で振り返る
放送の歴史⑤
～10年ごとのテレビ放送の歴史特集～

メディア研究部		広川　裕

はじめに
2023年2月，日本でテレビ放送が始まってか

ら70年を迎えた。史料としての『NHK年鑑 』
（以下，『年鑑』）に着目して放送の歴史を振り返
る本シリーズ。今回は，テレビ放送開始から10
年ごとの節目で『年鑑 』が何を記載し，そこか
ら何が読み取れるかを見ていくことにしたい。
クローズアップするのは，テレビ放送の歴史や
その折々のテレビを巡るさまざまな動きについ
てまとめた特集である。

『年鑑1963』10周年　受信契約数への注目
日本でテレビ放送が始まったのは1953年2

月1日，それから10年が経過した『年鑑1963』
では，「テレビ10年の歩み」として2ページの
特集を掲載している。ここでは「総合テレビ」

「教育テレビ」「カラーテレビ」「テレビ技術」の
4項目に分けて，その歴史を簡単に振り返って
いる。

そこからわかるのは，テレビ放送受信契約
者数の驚異的な増加である。テレビ放送開始
時にはわずか866件だったテレビ受信契約者
数が，1962年度末には1,337万9,000件に増大
し，世帯普及率では全世帯の約3分の2にテレ
ビが普及した（世帯当たり普及率 64.8％）。

この原因として，特にNHKのテレビ放送網
の拡充が大きく影響している。1962年度末ま
でにテレビ局の開局が進み，総合テレビは全
国の84％が受信可能に，教育テレビは全国の

77％が受信可能になり，全国の広範囲にわたっ
てテレビ受信が可能になった。

この特集ではテレビがお茶の間に飛躍的に普
及する様子が具体的に読み解ける。

『年鑑1973』20周年　
カラー化を中心にした記述

テレビ放送が始まって20年が経過した『年
鑑1973』では，「20周年を迎えたテレビジョン
放送と受信者の普及」として約3ページの特集
を掲載している。ここでは「カラー放送時代の
出現 」「テレビ受信者の普及」の2項目につい
て触れている。
「カラー放送時代の出現」では，テレビより

約30年早く始まり放送を先導してきたラジオに
よる時代から“テレビ時代”へ，さらに“カラー
放送時代”の段階を実現したと記載。特筆す
べきこととして，1971年10月に総合テレビが全
面カラー化を達成，受信契約においても1971
年度末にはカラー契約数が白黒の普通契約数
を上回ったことを挙げている。さらに1972年末
の衆議院議員総選挙で，新しく政見・経歴放
送が全面カラー化されたことを記載している。

この特集記事では，テレビが白黒からカラー
へという新しい時代を迎えたことを華々しく伝
えていることが読み解ける。

『年鑑1983』30周年　データ中心型の特集
テレビ放送が始まって30年が経過した『年

鑑1983』では，「特集・NHKテレビジョン30
年」と題して，44ページにわたる特集を掲載し
ている。

冒頭のページには1923年にテレビ研究が始
まってから，1953年2月1日にNHKがテレビ放
送を開始，1982年9月にテレビ受信契約数が



79MAY 2023

3,000万を突破するまでのテレビジョンの小史を
掲載している。

 特集は，「統計・テレビジョン30年」（10ペー
ジ），「テレビジョン年表」（7ページ），視聴率
関連（6ページ ），「NHKテレビ・番組と技術
の記録から」（20ページ）の4つの柱からなる。
その特徴はさまざまなデータで30年を振り返
るものだ。

このうち，「統計・テレビジョン30年」で紹
介されている統計の数は実に26に及ぶ。その
うち，1952年度から1982年度（一部暦年あり）
の30年にわたる統計の中に，「NHK衛星中継
実施回数・時間数（1968年～）」がある。統
計開始の1968年には総時間数が51時間37分
だったのが，1982年には660時間41分と13倍
近く増加している。また，「国民総生産および
媒体別広告費」の媒体別広告費では，1953年
から新聞が1位を継続していたが，1975年にテ
レビが新聞を抜いて1位となったことがわかる。
「テレビジョン年表」では，「NHKテレビ」「民

間放送テレビ」「放送行政（テレビ関連）」の3

つの項目を掲載している。
視聴率関連では，「視聴率ベスト15」で，1955

年から1982年まで，毎年NHKが実施した関東
（1960年までは京浜）の視聴率調査をもとに， 
高視聴率番組ベスト15を掲載。「主要事件・
事象とテレビ世帯視聴率」では，1964 年から
1983 年までの主要事件・事象とテレビ世帯視
聴率を，ビデオリサーチ社のデータをもとに掲
載している。
「NHKテレビ・番組と技術の記録から」は

「芸術祭受賞一覧」「国際コンクール受賞一覧」
「長寿番組一覧」「大河ドラマ一覧」「連続テレ
ビ小説一覧」「テレビカメラの変遷」「録画機の
変遷」などを掲載している。
「特集・NHKテレビジョン30年」の特徴は，

データのみで，解説が付与されていないことで
ある。民放を含め，さまざまなデータを紹介す
ることでテレビ放送開始30年を振り返ることに
徹している。いわばデータ中心型の特集で，テ
レビ30 年の動向がデータから読み解ける。

『年鑑1993』40周年　データ中心型が続く
テレビ放送が始まって40年が経過した『年

鑑1993』では，「特集・テレビ40年」として20
ページにわたる特集を掲載している。

記事のスタイルは「特集・NHKテレビジョン
30年」に類似している。冒頭には「テレビジョ
ン小史 」を掲載している。

続いて，1983年以降の10年の出来事である
「“多チャンネル”へのあゆみ」を最初に紹介し，
その後は「NHKテレビ受信契約数：3,400万
世帯に普及」「民間放送テレビ社局数：すすむ
多局化」と，「特集・NHKテレビジョン30年」
の構成を継承しつつ，タイトルに副題をつけて
データに対する解説を付与している。

「特集・NHK テレビジョン 30 年」冒頭
『年鑑1983』
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「“多チャンネル”へのあゆみ」では，1984年
の衛星試験放送開始や，1989年のハイビジョ
ン定時実験放送開始についても触れている。
「特集・テレビ40年」も基本的にはデータの

紹介が中心で，分析や解説はあまり付与されて
いない。1983年以後の10年間を追記している
ことが特徴であるが，そのデータの中身をよく
見ると，テレビの多チャンネルへの歩みを読み
解くことができる。

『年鑑2003』50周年　
記念事業に焦点を当てた特集

テレビ放送が始まって50年が経過した『年
鑑2003』では，「特集 テレビ放送50年」とし

て14ページの特集記事を掲載している。
「『テレビ新時代 』事業」「2月はテレビの誕

生月」「テレビ50年記念事業」「もう一度見た
い番組リクエスト」「その他の取り組み」「広報」

「視聴者とテレビ」「NHKアーカイブスのオープ
ン」「NHK放送博物館のリニューアル」という9
つの項目で，30周年・40周年とは違い，2003
年度のさまざまな話題について特集を構成して
いることがわかる。

最初に，テレビ放送開始50周年を機に展開
した「『テレビ新時代』事業」を紹介している。
メインテーマは「子どもたちにすばらしい未来
を」。50年間に蓄積した力とデジタルという新
しい技術を生かした事業である。ねらいは4
つ。①デジタル放送の普及に貢献（南極からの
ハイビジョン生中継など），②NHKの存在意
義を視聴者に明確に伝える（「教育」「環境」な
ど），③地域におけるNHKの存在感をさらに
高める，④視聴者とNHKとの関係をより密接
にして営業活動にも役立てる（「あなたとともに
NHK」を多角的に発信）。

「特集・テレビ 40年」冒頭　テレビジョン小史
『年鑑1993』

「2月はテレビの誕生月」では，2003年2月
1日の特集番組を紹介。この日，総合テレビと
ハイビジョンで16時間の生放送『あなたととも
に50年 今日はテレビの誕生日』（8:00 ～ 24:00 
ニュース，連続テレビ小説などで一部中断）を
放送。「あの人に会いたい」コーナーでは，「も
う一度見たいあの番組 」に寄せられた視聴者
のお便りを紹介。視聴者とともに歩んだ50年を
前面に押し出すとともに，懐かしい番組映像を
数多く放送した。
「特集 テレビ放送50年」は，放送史のみな

らず，テレビ50年を記念して放送した番組や，
さまざまな事象について紹介しているのが特徴
である。また，2003年12月には，三大都市圏
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での地上デジタル放送開始とBSデジタル放送
3周年を迎えることや，ハイビジョン放送の推
進など，「テレビ新時代」のデジタル化への移
行を読み解くことができる。

『年鑑2013』60周年　
テレビの過去を振り返り，未来を展望

テレビ放送を開始して60年が経過した『年
鑑2013』では「特集 テレビ放送60年」として
22ページの特集記事を掲載している。
「Ⅰ. 特集にあたって」「Ⅱ. テレビ60年に合

わせた取り組み」「Ⅲ. 未来に向けて」の3つの
項目で構成している。

最初の「Ⅰ. 特集にあたって」では，60年の
歩みの要約と「1. 図表・テレビ放送60年の歩
み」（「地上放送事業者数の推移」「受信料収入・
媒体別広告費の推移」など），「2. 視聴率の推
移」（「大河ドラマ，連続テレビ小説，紅白歌合
戦 」「全局高世帯視聴率番組50」），「3. 基礎
データ」（「NHKテレビ局数 」「NHK総合テレ
ビ1日当たり放送時間」「NHK受信料収入」な
ど）のデータを掲載している。

そして，「Ⅱ. テレビ60年に合わせた取り組
み」では，

1．テレビ60年関連番組
2．NHKアーカイブスの取り組み
3．デジタル展開
4．NHKオンデマンドの取り組み
5．広報プロモーション展開
6．テレビ60年関連イベント
7．テレビ60年調査

の7つの項目ごとに整理し掲載している。ここ
では，特に2と3が新たな取り組みとしてクロー
ズアップされている。

さらに，「Ⅲ. 未来に向けて」では，

1．ハイブリッドキャスト
2．スーパーハイビジョン
3．放送文化アーカイブ構想
4．番組eテキストシステムの構築

について記載している。ここでは特に，1と2
については，2013年時点でのテレビの将来像
が見えるようで興味深い。
「特集 テレビ放送60年」は，テレビ60年を

振り返るデータの掲載に加えて，この年のさま
ざまなイベント，さらには将来に向けた展望も
記載している。そこからインターネットなどの普
及で，テレビ視聴が多様化してきたことが読み
解ける。

まとめ
テレビ放送開始10年から，10年ごとに『年

鑑 』の特集を読み解いてきた。最初の20年は
データやトピックスも少なく2 ～ 3ページで収
まっていたが，30年からは情報量も増え，デー
タ中心でページ数も増えた。50年にはテレビ
50年を記念した番組や事象を紹介し，60年に
はテレビ60年を振り返るデータの掲載に加え，
テレビ60年関連番組やイベント，将来への展
望を記載している。この変化は，「歌は世につ
れ，世は歌につれ」のように，単に『年鑑 』の
編集方針だけではなく，おそらく「テレビ」自体
の変化が『年鑑 』の編集方針にも影響を与えた
可能性がある。
『年鑑2023』ではテレビ放送70周年の特集

記事を予定している。インターネット時代におけ
る「テレビ」というメディアのあり方が問い直さ
れている中で，テレビの歴史をどうまとめるか
が課題となりそうである。

（ひろかわ ゆう）


